
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
霧
島
市
役
所
に
あ
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
学
校
現
場
を
支
え
る
取
組
を

行
い
、
職
員
の
時
任
指
導
主
事
は
、
学
校

現
場
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
計
画
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と
い

う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

た
・
・
・
楽
し
く
み
ん
な
で
触
っ
て
み
る

か
・
・
・
必
ず
毎
日
触
っ
て
み
る

ち
・
・
・
違
う
場
面
で
も
活
用
し
て
み
る

ほ
・
・
・
他
の
使
い
方
に
も
挑
戦
し
て
み
る

「
た
・
か
・
ち
・
ほ
」
を
合
言
葉
に
、
段

階
的
に
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
現
場
の
教
職
員
か
ら
、「
何
か
ら

し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

不
安
の
声
が
あ
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
が
あ
る
こ
と

で
、
授
業
で
の
活
用
方
法
な
ど
の
前
向
き

な
相
談
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
で
の
活
用

も
で
き
な
い
か
研
究
を
重
ね
て
い
る
そ
う

で
、
さ
ら
な
る
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

安
心
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有

　
学
校
に
整
備
さ
れ
て
い
る
端
末
に
は
、Ｍ

Ｄ
Ｍ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　M
obile D

evice M
anagem

ent

の
略
称
で
、

端
末
を
一
元
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
紛
失
時
に
は
遠
隔
操
作
で
ロ
ッ
ク
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
、
ア
プ
リ
や
情
報
フ
ァ

イ
ル
を
管
理
で
き
ま
す
の
で
、
学
校
側
が

必
要
な
ア
プ
リ
を
一
斉
に
導
入
し
た
り
、

不
要
な
ア
プ
リ
を
制
限
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
や
学
校
ご
と

に
資
料
を
共
有
す
る
フ
ォ
ル
ダ
な
ど
も
あ

り
、
情
報
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
総
務
環
境
常
任
委
員
会
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

霧島市教育委員会が運営するこのサイトでは、

市内の各校の取組や、国・自治体における最新

情報等について、学校・保護者・地域へ発信し

ています。

各学校の取組なども、随時更新

されていますので、ぜひご覧く

ださい。

委員会レポート委員会レポート
予算常任委員会文教厚生常任委員会総務環境常任委員会 産業建設常任委員会

予算常任委員会

予算常任
委員会
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　德田　修和　　　松元　　深　　厚地　　覺　　植山　利博　　下深迫孝二　　前川原正人

◎委員長　
○副委員長

令和３年度　霧島市一般会計補正予算（５号）

2億6,323万3,000円を追加 総額608億7,847万9,000円に

新型コロナウイルス感染症対策や天降川小学校の
教室不足解消のための予算を増額

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
５
号
）
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
霧
島
市
の
緊

急
対
応
策
や
、
天
降
川
小
学
校
の
教
室
不
足
に
対

応
す
る
た
め
の
経
費
、
国
分
運
動
公
園
の
ナ
イ

タ
ー
照
明
ケ
ー
ブ
ル
の
改
修
な
ど
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
の
１
４
３
６
万
７
千
円
や
、

隼
人
町
永
浜
漁
港
整
備
に
係
る
経
費
１
４
９
万
６

千
円
な
ど
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

企画部

新型コロナウイルス感染症対策で指定
管理施設の消毒液など支援 415万円

市民環境部

新型コロナウイルス感染症対策として
地区自治公民館支援 588万円

商工観光部

新型コロナウイルス対策経営改善促進助成事業
（借入金への利子補給） 5,101万2千円
スクールトリップin霧島！40,000人
キャンペーン事業 2,060万円

反対

討 論 私はこう考える!

木野田　誠 議員

コロナ対策で、地区自治公民館への運営支援事業には、人数区分があるのか。Q
10段階に区分し、令和3年5月1日現在の世帯を基準とする。A

前川原 正人 議員
マイナンバーカードは、健康保険証などと
紐づけすることで利便性をアピールしてい
る。今後、銀行口座など、さまざまな個人
情報が蓄積され、情報漏えいの懸念があ
る。国策ではあるが、賛成できない。

植山　利博 議員
新型コロナウイルス対策の予算であり、時
機を得ている。小学校教室の不足の対応な
ど必要であり、個人番号カードは、市とし
ても窓口業務の効率化や利用の利便性など
重要な施策として評価している。

賛成

1～99世帯

100～249世帯

250～499世帯

500～749世帯

750～999世帯

3万円

5万円

7万円

8万円

9万円

10万円

15万円

20万円

25万円

30万円

1,000～1,249世帯

1,250～1,449世帯

1,500～1,749世帯

1,750～1,999世帯

2,000世帯以上
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